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香山六郎と聖州新報（三）
─聖州新報創刊から廃刊まで、戦後の香山─

































































第 3 に、1921年 1 月のバウルー領事館開設により、日本からの情報を
迅速・的確に購読者に提供できると判断したこと5）。


























































年 2 月23日第71号第 1 面に該当。
20 香山六郎と聖州新報（三）
図 1　藤田総領事揮毫の『聖州新報』タイトル
































11）山本喜誉司他『在伯日系人人口推計』Sociedade Paul ista de Cultura 
Japonésa,São Paulo BRASIL. 1957年：19頁。T.Suzuki, ”Mobilidade de dos 
Imigrantes Japoneses no Estado de SãoPaulo,1915‒1955” IMIGRACÃO 





























12）「ブラジルには新聞がどれ丈？」『日伯』1931年 7 月30日第739号第 3 面。
13）Satomi Miura, La presencia de la prensa de los Nikkei en el contexto de México 
antes de la Segunda Guerra Mundial, Asociación Latinoamerica de Estudios de 
Asia África  XIII Congreso Internacional de ALADDA. 2010. 清谷益次「新聞











番号 新聞名 創刊年 創刊地 創刊者名 特筆事項 発行部数 廃・終刊年
















24,000 1939/ 5 /27






8,200 1941/ 8 / 9






10,000 1941/ 7 /30






















































































要因があった。1921年 9 月 7 日が創刊第 1 号で、1934年11月13日第905
号がサンパウロ市移転直後の発刊第 1 号、1941年 7 月30日第2,336号で
廃刊となっている。しかし、全紙面が現存するわけでなく、1921年 9 月
7 日の創刊号から1923年 2 月23日以前の新聞は見当たらない。また1933
年 3 月から1934年 3 月までの、ほぼ 1 年間の新聞もほとんど存在せず、
欠損版は100号分を超えていると思われる。
創刊にあたり、香山はバウルー市役所に新聞名の登録を済ませ、発行












































21）『聖報』1931年 9 月 7 日第591号、創刊10周年の特別記事27面に写真掲載あり。






















『聖報』は 1931 年 9 月 7 日、創刊 10 周年を記念して、週 2 回（Bi 
Semanário）5,300部を発行するようになっていた25）。『日伯』や『時報』
の週 1 回発行を尻目に、週 2 回ゼルマニア版で発行し、12月には 1 万部
に達していた。さらに、サンパウロに本社を移転した後の1935年10月 1
日第993号から、工場拡張事業によりバウルーに分工場が開設されたこ











24）「本紙百号に就いて」『聖報』1923年 9 月14日第100号第 1 面。
























亡通知など、身近な生活情報が掲載されていた。例えば、1926年 4 月 9



























俚謡の掲載を考えついたと思われる。1931年 9 月11日第592号第 4 面には、
『聖報』創刊10周年記念の特集記事として、文芸部が新たに設定した文


































































年 4 月中に 4 回シリーズで批判文を掲載し、『時報』は「同名異質の低





1924年 5 月 9 日第343号。「ソロカバナ線と田付大使」『聖報』1924年 5 月23日第
134号。
34）「各駅に於ける日本人土地所有面積の申出」『聖報』1925年 7 月10日第186号第 3
面。
35）「低利資金の請願成就と植民の覚悟」、「低利資金について」『聖報』1926年 4 月






































































































































































1931年 8 月、ブラジル政府は 1 月に公布した失業対策としての移民制
限令に続いて「改正新内国人雇用令」を公布した。個人、企業団体、組





46）「ブラジル移民の父上塚周平翁逝く」『聖報』1935年 7 月 9 日第968号第 3 面。香
山、1976年：396頁。
47）香山、1976年：395頁～396頁。

















年11月13日の『聖報』サンパウロ第 1 号紙（通算905号）には「NOTÍCIAS 










いた52）。その結果『聖報』も1939年 9 月21日第1957号から第 1 面の 6 分
49）亜米利加局『議会調書』1934年：325頁。




ける新聞雑誌出版物取締関係雑件伯国の部」単巻A‒ 3 ‒ 5 ‒ 0 ‒ 6 ‒16。以後、
「新聞取締関係」と略記す。
37
の 1 程度がポルトガル語の記事欄へと変更された。1941年 1 月からは第







月 7 日、日支事変が始まったため、その詳細を購読者に届けるには週 2
回発行では補えなかったのだ。特にラジオニュースを新聞情報に取り込


















































54）1941年 5 月30日付第178‒ 1 号。外務省「新聞取締関係」A‒ 3 ‒ 5 ‒ 0 ‒ 6 ‒ 
16。
55）1941年 5 月30日付第178‒ 1 号。 7 月14日付第255号。 7 月17日付第267号。 7 月
31日付第305号。外務省「新聞取締関係」A‒ 3 ‒ 5 ‒ 0 ‒ 6 ‒16。
56）1941年 8 月 2 日第314‒ 2 号。外務省「新聞取締関係」A‒ 3 ‒ 5 ‒ 0 ‒ 6 ‒16。
57）「母国出征軍人慰問団」『聖報』1941年 7 月12日第2231号。





































































番号 親子関係 子・配偶者 孫・配偶者 曽孫 誕生 その他
1 戸主：香山六郎 1886/ 1 / 5
1913年11月結婚、1976年 4 月
6 日死亡（享年90歳）
2 　妻：　　タニ 1882/ 7 /11
1913年11月再婚、1973年11月
2 日死亡（享年91歳）
3 養子 １ 敏信 1903/ 8 / 2 熊本県天草郡深海村生
4 配偶者 鶴子 日本人
5 　　孫（女） 1 ラウラ一枝
6 　　孫（男） 1 敏雄
7 　　孫（男） 2 敏政 1942/ 0 / 0 双生児 １
8 　　孫（男） 2 敏幸 1942/ 0 / 0 双生児 ２
9 　　孫（男） 3 智俊







12 　　孫（男） 1 Ｗ・Ｊ・重政
13 　　配偶者 ノルマ イタリア系ブラジル人
14 　　　曽孫（男）
Ｗ ・ J ・
３ 世
15 　　孫（女） 1 メリー











19 　　孫（男） 1 ドルバル敏信








24 長女 セリーナ露子 1914/12/00 サンパウロ生。1944年結婚
25 配偶者 尾関興之助 日本人
26 　　孫（女） 1 稲子 1942/ 0 / 0
27 　　孫（男） 1 ハジメ
28 長男 夫陽 1917/ 2 /25
ソロカバナ線第 1 モンソン移
住地生。1941年結婚
29 配偶者 実子 日本人
30 次男 エイトール 1918/12/00
ノロエステ線エイトール・レ
グール植民地生。1943年結婚
31 配偶者 季子 日本人
32 　　孫（女） 1 アリセ美保 1944/ 0 / 0
33 　　孫（女） 2 モエマ・アケミ
34 　　孫（男） 1
エ イ ト ー ル ・
Ｊ・以和男
35 　　孫（女） 3 エレニーニャ
36 　　孫（男） 2 功
37 　　配偶者 日系伯人女性
38 次女 ジェニー秋子 1926/ 4 / ７ バウルー生。1954年 8 月結婚
39 配偶者 脇坂勝則 日本人






















































































西暦 元号 月日 香山・聖州新報関係 典拠 日本・ブラジル関係史、世界情勢 典拠
1882 明15 7 月11日 村崎タニ熊本県天草郡深海村字下平で誕生。 脇坂（イン）
















1889 明22 11月15日 ブラジル共和国宣言。 ブ全（340）





1891 明24 8 月 2 日 母伊喜病没。福岡市内の薬院町、上通町と移転。 回想（22）






1893 明26 3 月－ 4 月 父の失業、小倉の篠崎村に移転。 回想（26－28）
1894 明27 8 月 父離婚、父親と熊本春竹の叔父宅へ。長姉志乃結婚。
回想
（35－36）
1895 明28 4 月 熊本市広町瀬台尋常小学校 3 年入学。 回想（43）
11月 5 日 日伯修好通商航海条約調印。1897年 2 月22日公布。
交流（26）
25周（ 2 ）
1897 明29 4 月 春日村に転居。春日尋常小学校 4年転入。 回想（45）


















1900 明33 4 月 中立売高等小学校 3 年修了し、京都第一中学校入学。 学友（129）
12月12日 父香山俊久、八代で死亡。 回想（53）







1903 明36 8 月 熊本濟々黌入学。保証人は同校校長井芹経平。 回想（81）
1904 明37 2 月 6 日 日露戦争（～1905年 7 月31日）。 年表（21）
3 月 濟々黌修業試験落第。員安叔父の激励で再奮起。 回想（85）
1905 明38 3 月 中位の成績で濟々黌 5 年進級決定。　回想（91）
7 月 海軍兵学校試験不合格。人生設計上の番狂わせ。 回想（91）
ソロカバナ線バウルーま
で開通 ブ全（450）


















8 月 日本大学大学部商科附属殖民科在籍。 日大（525）








1908 明41 3 月 員安叔父の勧めで南米行きを決意。回想（111）



































































































































2 月16日 リオデジャネイロ州イグアッペ植民地橋口重正、マラリアで死亡。 回想（200）





















1913 大 2 11月 橋口重正未亡人タニと結婚。一度に 1 男 2 女の父親。 回想（237）






















































































































1919 大 8 4 月 4 日 海外興業株式会社と伯剌西爾拓殖組合合併す。
40年（91）　
年表（43）


























1921 大10 1 月 1 日 上塚周平と訣別 回想（316）
1 月20日 バウルー日本領事館開設。多良間鉄輔領事代理として就任。 発展（150）






9 月 7 日







11月 ビラ・ファルコン 1 kmに転住。バウルーでの取材が楽になる。 回想（327）
1922 大11 5 月13日 ノロエステ日本人会創立総会・プロミッソンにて。年表（48）
























































































4 月 7 日 香山次女秋子バウルーにて誕生。7 ヵ月の未熟児。母タニ43歳。 回想（347）
12月12日 星名謙一郎、アルバーレス・マッシャード駅にて暗殺される。 聖報（259）











8 月30日 プロミッソン入植10年祭。 聖報（437）







1930 昭 5 1 月15日 リンス支社開設。 聖報（507）
3 月 7 日 新聞をゼルマニア型に変更。 聖報（514）
50 香山六郎と聖州新報（三）













































9 月 7 日

































































































1936 昭11 7 月 6 日 上塚周平死亡（享年60歳）、墓碑銘揮毫は香山が市毛総領事に依頼。
回想（399）
清A（1090-1097）








































『聖州新報』紙面 2 頁の日刊紙。 9










1940 昭15 7 月25日 旧日伯新聞が『ブラジル朝日』と改称ポルトガル語版で発刊。 年表（93）






8 月 9 日 『伯剌西爾時報』休刊、第2550号。1946年12月21日復刊。 時報（2550）
8 月31日 『日本新聞』廃刊。 年表（95）
12月 『ブラジル朝日』停刊。 年表（95）
12月 8 日 太平洋戦争（～1945年 8月15日）。 年表（95）






































1943 昭18 不明 香山の次男エイトール、バストスで結婚。妻秀子。 清A（1112）
1944 昭19 不明 香山の長女セリーナ露子、尾関興之助とサンパウロで結婚。 清A（1108）


























































1956 昭31 4 月28日 香山70歳、笠戸丸神戸出帆48年目の記念日に『回想録』執筆開始。
回想
（まえがき）







7 月15日 香山、「直筆ノート」34冊脱稿。 清A（1594）






1971 昭46 7 月 香山の秘書桜庭マス江により「清書原稿Ａ」転記作業1594頁分実施。
回想
（まえがき）
1973 昭48 11月 2 日 香山タニ死亡（享年91歳）。 脇坂（イン）
1976 昭51 4 月 6 日 香山六郎死亡（享年90歳）。 脇坂（イン）






慶応 慶 慶応 3 年　⇒慶 3
明治 明 明治 5 年　⇒明 5
大正 大 大正 7 年　⇒大 7
昭和 昭 昭和 9 年　⇒昭 9
2. 典拠文献び表記方法






















京都府第一中学校学友会『学友会誌』第 8 号1900年.。 学友
熊本濟々黌同窓会名簿委員会『濟々黌創立100周年記念濟々黌同窓会会員名簿』同委員会．1982年。 濟黌
日本大学百年史編纂委員会『日本大学百年史第 1 巻』日本大学．1997年。 日大
熊本県『外国旅券下付表及び進達』外務省．1908年 4 月 9 日。 旅券
皇国植民合資会社『第一回伯剌西爾移民渡航者名簿』海外興業株式会社．1908年。 渡航
『肥後世襲士籍』1862（文久 2 ）年 肥後
聖州新報 聖報
日伯新聞 日伯
伯剌西爾時報 時報
ジェニー脇坂（日本国籍名はジェニー秋子香山）との国際電話インタビュー：2015年10月25日。
脇坂
（イン）
3. 典拠文献と該当頁・号数の表記方法
典拠文献該当頁・号数 表記方法
香山六郎『回想録』210頁 回想（210）
香山六郎『回想録』210頁～215頁 回想（210‒215）
外務省年鑑大正15年．135頁 外年（T15/135）
『聖州新報』第472号 『聖報』（472）
54 香山六郎と聖州新報（三）
